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９
８
０
年
の
伝
統
を
誇
る
県
指
定
無

形
民
俗
文
化
財
の
御
田
祭
が
、７
月
６
日
・

７
日
の
２
日
間
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
、

両
日
と
も
に
祭
り
日
和
で
多
く
の
人
出

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。�

　
前
夜
祭
で
行
わ
れ
た「
御
田
祭
の
里

芸
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」に
は
、
北
郷
区
か

ら「
う
な
ま
エ
イ
サ
ー
流
星
會
」と「
絆
」

に
よ
る
エ
イ
サ
ー
、
西
郷
区
か
ら
は
民
謡

で
堀
田
義
文
さ
ん
、
南
郷
区
か
ら
は
岩

田
利
右
衛
門
一
座
＆
か
あ
ち
ゃ
ん
一
座

に
ご
出
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
町
外
か

ら
も
、
延
岡
市
の
ベ
リ
ー
ダ
ン
ス
、
宮
崎

県
の
ミ
ニ
シ
ン
ボ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
み
や

ざ
き
犬（
キ
ャ
ラ
わ
ん
隊
）の
ご
出
演
が

あ
り
、
会
場
を
大
い
に
盛
り
上
げ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。�

　
ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド
の
競
演「
美
々
川

音
楽
祭
」に
は
、
県
内
か
ら
多
く
の
参
加

が
あ
り
、
会
場
内
に
は
観
客
の
歓
声
や

熱
気
に
包
ま
れ
賑
や
か
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。�

　
恒
例
の
花
火
大
会
は
、
美
々
川
音
楽

祭
の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
と
と
も
に
上
空

の
風
の
流
れ
も
よ
く
約
２
５
０
０
発
の
花

火
が
夜
空
に
満
開
に
ひ
ろ
が
り
、
山
々
に

こ
だ
ま
し
ま
し
た
。�

　
翌
日
は
、
御
神
霊
を
神
輿
に
移
す
上

円
野
神
社
の
降
神
神
事
に
始
ま
り
、
御

神
幸
行
列
、
上
の
宮
田
の
田
植
え
へ
と
続

き
、
中
の
宮
田
で
は
勇
壮
に
牛
馬
入
れ

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
特
に
、
牛
馬
が
泥
を

跳
ね
上
げ
る
姿
に
観
客
か
ら
は
歓
声
と

盛
ん
な
声
援
が
送
ら
れ
、
県
内
外
か
ら

つ
め
か
け
た
多
く
の
カ
メ
ラ
マ
ン
が
し
き

り
に
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
田
代
小
学
校
児
童
に
よ
る
趣
向

を
凝
ら
し
た
子
ど
も
神
輿
が「
ワ
ッ
シ
ョ

イ
・
ワ
ッ
シ
ョ
イ
」の
元
気
の
い
い
掛
け
声

と
と
も
に
神
田
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。�

　
青
年
神
輿
が
中
の
宮
田
に
入
る
頃
に

は
祭
り
も
最
高
潮
に
達
し
、
力
強
く
勇

壮
に
神
田
を
練
り
歩
く
姿
に
は
、
こ
の

町
を
担
う
若
者
た
ち
の
力
強
さ
が
感
じ

ら
れ
ま
し
た
。�

　
賑
や
か
だ
っ
た
祭
り
も
い
よ
い
よ
フ
ィ

ナ
ー
レ
を
迎
え
、
催
馬
楽
に
あ
わ
せ
、
１

２０
名
を
超
え
る
早
乙
女
の
皆
様
が
、一
本

一
本
豊
作
を
祈
り
な
が
ら
丁
寧
に
丁
寧

に
田
植
え
を
行
い
、
２
０
１
３
年
の
御
田

祭
に
幕
を
下
ろ
し
ま
し
た
。
２
日
間
行

わ
れ
た「
ふ
る
さ
と
う
ま
い
も
ん
広
場
」

は
、
町
内
の
商
工
関
係
者
が
中
心
に
な
っ

て
実
施
さ
れ
、
飲
食
物
や
土
産
物
な
ど

を
観
光
客
の
方
々
が
買
い
求
め
て
い
ま

し
た
。
協
賛
行
事
と
し
て
行
わ
れ
た
、
四

半
的
大
会
は
今
年
も
町
内
外
よ
り
多
く

の
参
加
者
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
、
祭
り

に
華
を
添
え
ま
し
た
。�

　
最
後
に
、
祭
り
の
運
営
に
あ
た
り
裏

方
で
交
通
指
導
や
警
備
等
に
御
協
力
を

い
た
だ
き
ま
し
た
方
々
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
清
掃
作
業
に
ご
協
力
い
た
だ
い

た
皆
様
方
、
ま
た
、
早
乙
女
と
し
て
町

内
外
問
わ
ず
田
植
え
に
ご
協
力
し
て
い

た
だ
い
た
皆
様
に
心
か
ら
感
謝
し
ま
す

と
と
も
に
、
各
方
面
で
こ
の
祭
り
を
盛
り

上
げ
支
え
て
い
た
だ
い
た
方
々
に
心
か

ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。�

御
田
祭
実
行
委
員
会�

 ��



　
６
月
８
日（
土
）、
９
日（
日
）日

向
市
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
お
い
て

行
わ
れ
た
第
２７
回
日
向
木
挽
唄
全

国
大
会
で
、
南
郷
区
上
渡
川
の
美

郷
南
学
園
９
年
生
の
田
原
美
紀
さ

ん
が
少
年
少
女
・
高
学
年
の
部（
小

学
５
年
生
か
ら
中
学
３
年
生
）で

優
勝
し
ま
し
た
。�

　
予
選
に
は
県
内
外
よ
り
５
４
７

名
が
参
加
。
初
日
の
予
選
を
勝
ち

抜
い
た
２
４
０
人
が
最
終
日
の
決

勝
戦
に
挑
み
、
田
原
さ
ん
は
豊
か

な
声
量
と
伸
び
の
あ
る
歌
声
で
少

年
少
女
・
高
学
年
の
部
の
頂
点
に

輝
き
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
弟
で
あ
る
美
郷
南
学
園

４
年
生
の
田
原
翼
さ
ん
が
少
年
少

女
・
低
学
年
の
部
７
位
入
賞
、
美
郷

南
学
園
９
年
生
の
黒
木
美
鈴
さ
ん

が
少
年
少
女
・
高
学
年
の
部
で
７

位
入
賞
と
、
美
郷
町
か
ら
３
名
の

入
賞
者
が
で
ま
し
た
。
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。�

　
皆
様
の
今
後
の
ご
活
躍
を
期
待

し
ま
す
。�
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６
月
８
日
か
ら
６
月
27
日
に
か
け
て
開
催（
美
郷
町
関
係
者

出
場
種
目
分
）さ
れ
ま
し
た
平
成
25
年
度「
み
や
ざ
き
県
民
総

合
ス
ポ
ー
ツ
祭
」に
は
、
東
臼
杵
郡
代
表
と
し
て
、
美
郷
町
か
ら

総
勢
84
名
の
選
手
・
役
員
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
６
月
８
日
の
総

合
開
会
式
に
は
、
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技
の
黒
木
千
寿

さ
ん（
南
郷
区
）が
東
臼
杵
郡
の
旗
手
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。�

　
陸
上
競
技
で
は
、
増
田
優
二
さ
ん（
北
郷
区
）が
男
子
Ｃ
砲
丸

投
げ
で
10
ｍ
87�
cm
の
記
録
で
見
事
に
優
勝
さ
れ
ま
し
た
。
他
に

も
下
田
恭
崇
さ
ん（
南
郷
区
）が
男
子
Ｃ
１
０
０
ｍ
で
第
３
位
入

賞
、
同
２
０
０
ｍ
で
も
第
２
位
入
賞
と
健
闘
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

甲
田
伊
直
さ
ん（
西
郷
区
）が
男
子
Ｆ
１
５
０
０
ｍ
で
第
３
位
入

賞
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！�

　
橋
口
真
由
美
さ
ん（
西
郷
区
）が
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
務
め
た
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
男
子
の
東
臼
杵
郡（
門
川
町
）チ
ー
ム
は
見
事
に
優

勝
さ
れ
て
お
り
ま
す
。�

　
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
競
技
に
お
い
て
は
、
山
本
ク
ニ
子
さ
ん

（
南
郷
区
）が
こ
の
種
目
の
出
場
選
手
の
中
で
女
性
最
年
長
と
な

る
91
歳
で
出
場
さ
れ「
最
高
齢
者
賞
」を
頂
い
て
お
り
ま
す
。�

　
美
郷
町
か
ら
は
他
に
も
男
女
の
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、
四
半
的
弓

道
、
弓
道
、
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
テ
ニ
ス
に

そ
れ
ぞ
れ
出
場
さ
れ
、
県
内
各
会
場
で
大
い
に
活
躍
さ
れ
ま
し

た
。�

��

　
お
田
植
え
祭
り
の
ふ
る
さ
と
、
西

郷
が
発
祥
の
地
と
さ
れ
る「
日
向
田

植
唄
」の
全
国
大
会
が
、
今
年
も「
御

田
祭
」の
協
賛
行
事
と
し
て
７
月
６

日(

土)

に
、
西
郷
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー
で
、
昨
年
を
上
回
る
１
９
９

名
の
参
加
者
の
も
と
盛
大
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。�

　
第
２０
回
の
記
念
大
会
と
な
っ
た
今

回
、
町
内
か
ら
も
１
８
名
の
方
々
が

ご
出
場
さ
れ
、
昔
の
田
園
風
景
を
偲

ば
せ
る
す
ば
ら
し
い
唄
声
を
披
露
さ

れ
ま
し
た
。�

　
そ
の
中
で
、
寿
年
の
部
に
ご
出
場

さ
れ
た
西
郷
区
の
川
田
久
三
郎
さ
ん

が
、
の
び
の
あ
る
唄
声
と
豊
か
な
表

現
力
に
よ
り
、
見
事
優
勝
さ
れ
ま
し

た
。�

　
川
田
さ
ん
は
、一
昨
年
が
三
位
、

昨
年
が
二
位
、
そ
し
て
今
年
、
こ
の

優
勝
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。�

　
今
後
も
、
日
向
田
植
唄
の
普
及
と

発
展
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。�

　
ま
た
、
少
年
少
女
の
部
で
田
原
美

紀
さ
ん(
南
郷
区)

が
、
昨
年
の
入
賞

か
ら
さ
ら
に
順
位
を
上
げ
、
見
事
第

三
位
に
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。�

　
大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。�

��

　
第
45
回
宮
崎
県
交
通
指
導
員

会
連
絡
協
議
会
が
６
月
８
日（
土
）

日
南
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、

西
郷
区
の
富
田
紘
之
さ
ん（
峰
区
）

が
、「
勤
続
３０
年
交
通
指
導
員
表
彰
」

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。�

　
今
後
も
、
交
通
事
故
の
な
い
安

全
で
安
心
で
き
る
地
域
社
会
を
、

積
極
的
に
推
進
し
て
い
た
だ
く
こ

と
を
期
待
し
ま
す
。�

�



　
７
月
１
日
に
美
郷
町
内
で
保
護
司
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
方
々
が
、

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」協
力
依
頼
の
た
め
来
庁
さ
れ
ま
し
た
。�

　
保
護
司
と
は
、
保
護
司
法
に
基
づ
き
、
法
務
大
臣
の
委
嘱
を
受
け
て

犯
罪
や
非
行
に
陥
っ
た
人
の
更
正
や
支
援
を
行
う
方
々
の
こ
と
で
す
。�

　
美
郷
町
内
に
は
、
各
区
そ
れ
ぞ
れ
３
名
の
方
が
保
護
司
の
委
嘱
を
受

け
て
お
り
ま
す
。こ
の
日
は
、
９
名
の
保
護
司
の
う
ち
７
名
の
方
が
、「
社

会
を
明
る
く
す
る
運
動
」の
趣
旨
に
つ
い
て
、
説
明
を
行
い
ま
し
た
。
美

郷
町
内
で
保
護
司
と
い
う
職
務
に
携
わ
る
方
は
次
の
と
お
り
で
す
。�

※ 

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
と
は
・・・�

　
犯
罪
を
な
く
し
て
社
会
を
明
る
く
す
る
た
め
に
、
す
べ
て
の
日
本
国
民

が
犯
罪
の
防
止
と
犯
罪
者
の
矯
正
お
よ
び
更
生
保
護
に
つ
い
て
の
正
し

い
理
解
を
深
め
、
す
す
ん
で
こ
れ
ら
の
活
動
に
協
力
す
る
よ
う
に
全
国

民
に
よ
び
か
け
る
啓
発
活
動
。�

�

�

　６月８日（土）１４日（金）の日程で平成２５年度東臼杵地区中学校総合体育大会が、開催さ
れました。   �
　バレーボール競技女子の部においては、西郷中学校が見事優勝、ソフトテニス競技女子
団体では、昨年に続き北郷中学校が優勝しました。   �
　このほか、各種競技の上位入賞者が７月２４日（水）～２６日（金）に宮崎市で開催される県大
会に出場します。   �
　選手の皆さんの県大会での活躍を期待します！   �
�
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�

　
北
郷
出
身
者
が
組
織
す
る
各
五
十
鈴

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

　
町
長
、
北
郷
区
議
員
の
方
々
、
区
長
さ

ん
が
参
加
さ
れ
、
５
月
19
日
に
延
岡
五
十

鈴
会
が
開
催
。
６
月
２
日
に
は
宮
崎
五
十

鈴
会
が
、
６
月
16
日
に
は
日
向
五
十
鈴
会

が
開
催
さ
れ
、「
ふ
る
さ
と
へ
の
絆
」を
深

め
合
い
ま
し
た
。
北
郷
で
の
イ
ベ
ン
ト
に

は
ぜ
ひ
参
加
し
た
い
と
の
意
見
な
ど
、
ふ

る
さ
と
へ
の
思
い
を
強
く
感
じ
る
こ
と
の

で
き
る
会
で
し
た
。�

�

　
北
郷
区
放
課
後
子
ど
も
教
室「
キ
ッ
ズ
学
園
」で
は
、
７
月

に
風
鈴
を
作
り
ま
し
た
。�

　
子
ど
も
た
ち
は
、
無
地
の
風
鈴
に
思
い
思
い
の
絵
や
模
様

を
描
い
た
り
短
冊
に
短
歌
を
書
く
な
ど
し
て
、
夏
ら
し
い
風

鈴
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
今
年
の
夏
は
、
各
家
庭
の
軒
下
を

涼
し
く
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。�

�

　
今
年
も
５
月
中
旬
か
ら
６
月

中
旬
に
か
け
、
日
向
市
・
東
臼
杵

郡
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
が
、
日
向
・
東
臼

杵
各
地
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本

大
会
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
内
の
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
が
競
技
ご
と
に
交
流

と
親
睦
を
図
り
、
ま
た
競
技
に
よ

っ
て
は
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
中
央

大
会
の
予
選
会
を
兼
ね
て
毎
年

行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。�

　
美
郷
町
は
軟
式
野
球
、
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
、
少
林
寺
拳
法
の
大
会
開

催
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。
各
競
技

に
は
ブ
ロ
ッ
ク
内
か
ら
多
く
参
加

者
が
集
ま
り
、
選
手
の
声
や
保
護

者
の
声
援
で
会
場
は
大
変
賑
や

か
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。�

　
美
郷
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
か

ら
は
、
軟
式
野
球
に
１
団
体（
神

門
少
年
野
球
ク
ラ
ブ
）、
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
に
３
団
体（
田
代
少
女
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
、
美
郷
南
学

園
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
、
北
郷

少
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
）、

少
林
寺
拳
法
に
１
団
体（
少
林
寺

拳
法
西
郷
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）、

サ
ッ
カ
ー
に
１
団
体（
Ｆ
Ｃ
北
郷
）

が
参
加
し
ま
し
た
。
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
競
技
に
お
い
て
は
、
美
郷
南
学

園
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
が
第
３

位
と
い
う
成
績
を
残
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
ど
の
団
体
も
、
日
ご
ろ

の
練
習
で
学
ん
だ
こ
と
を
精
一
杯

に
発
揮
し
て
、
正
々
堂
々
と
大
会

に
の
ぞ
み
ま
し
た
。�

　
こ
れ
か
ら
も
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ

て
体
や
心
を
鍛
え
、
ま
た
人
と
の

出
会
い
を
大
切
に
し
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
持
つ
目
標
に
向
か
っ
て
頑
張

っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。（
美
郷
町
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
）�

���

　
６
月
２７
日（
木
）に
委
嘱
状
交
付
式
及
び
第
１
回

研
究
所
を
行
い
、
本
年
度
の
美
郷
町
教
育
研
究
所
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
美
郷
町
教
育
研
究
所
は
、
町

の
教
育
課
題
を
解
決
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た
め
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職
員
に
よ
る
専

門
的
な
研
究
を
行
う
機
関
で
す
。�
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で
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育
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一
人
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人
に
委
嘱
状
を
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付
し
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後
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研
究
の
成
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が
、
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欲
的
に
学
び
、

わ
か
る
・
で
き
る
喜
び
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児
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生
徒
の
育
成
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が
る
と
思
う
。
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激
励
の
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述
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ま
し
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磋
琢
磨
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課
題
解
決
に
努
め
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授
業
力
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教
師
力
の
向
上
を
図

る
。
」と
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。�

　
研
究
員
の
先
生
方
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！�

�
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東日本大震災義援金�

　美郷町でカロム大会を開催します。�
　カロムとは、子どもから高齢者まで、年齢や性別を問わず、誰とでも対戦でき、同じ局面が２度とこ
ない、まさにスリルのある頭脳ゲームです。ボードがあればどこでもできる手軽さ、そして電気をつか
わない環境にやさしく、２人ないし４人で遊ぶおはじきゲームです。自分（チーム）の色のパックを指で
はじいて４隅のポケットに入れ、最後に王様（ジャック）を落としたほうが勝ち。ビリヤードの原型といわ
れています。�
　あなたも、親子、友達、みんなで一緒に楽しめるカロム大会に参加しませんか。�
�

　
７
月
７
日（
日
）に
北
郷
区
の｢

手
づ
く

り
屋
北
の
郷｣

で
美
郷
町
ほ
お
ず
き
部
会

北
郷
支
部
に
よ
る｢

ほ
お
ず
き
朝
市｣

が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
梅
雨
時
期
の
曇
天
に

よ
る
日
照
不
足
で
、
実
の
色
付
き
が
心
配

さ
れ
ま
し
た
が
、
会
場
に
は
、
１
２
０
０

束
の
色
鮮
や
か
ホ
オ
ズ
キ
が
並
び
、
朝
早

く
か
ら
多
く
の
方
が
買
い
求
め
て
い
ま
し

た
。�

�

美
郷
町
で
は
、
１８
名
の
生
産
者
が
約

８０�
ha
で
ほ
お
ず
き
の
栽
培
を
行
っ
て
お
り
、

｢
宮
崎
の
ほ
お
ず
き
と
い
え
ば
J
A
日
向

産｣
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
、
市
場
か
ら
も
高

い
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。�

30

　
南
郷
商
工
会（
那
須
房
雄
会
長
）は
、
６
月

９
日（
日
）、
南
郷
区
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
周
辺
の

除
草
・
清
掃
作
業
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
当
日

は
雨
の
中
、
商
工
会
の
役
員
と
青
年
部
、
女
性

部
、
事
務
局
員
計
２２
名
が
早
朝
の
２
時
間
半
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
周
囲
の
植
込
み
や
広
場
の
草
刈
り
、

道
路
の
清
掃
な
ど
を

お
こ
な
い
ま
し
た
。

南
郷
商
工
会
で
は
、

自
分
達
の
住
む
町
を

綺
麗
で
安
全
な
も
の

に
し
た
い
と
の
考
え

か
ら
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
年
２
回
行

っ
て
い
ま
す
。�
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東日本大震災義援金�

スターウォーズのダース・ヴェイ
ダーが子育てをすると・・ルーカ
スフィルムの公認パロディ絵本�

終戦前後の朝鮮半島と日本での
引き揚げ者が味わった真実�

竹林はるか遠く�
ヨーコ・カワシマ・ワトキンズ　著�

ダース・ヴェイダーとプリンセス・レイア�
ジェフリー・ブラウン　著�

　毎年１０月の最終（第４若しくは第５）日曜日」と決定
された「美郷町民スポーツ祭の日（仮称）」の名称募
集につきましては、町内の小中学生を中心に実に２１
１点（１５７名）の応募を頂きました。�
　美郷町体育協会（新玉謙一会長）総会の場におい
て慎重に協議検討を行った結果、次の７点に絞り込
まれました。更に、最終決定は町民の皆様による人
気投票総選挙を行い、最多得票を得たものに決定す
ることとなりました。�
�

　今月（７月期）の区長会回覧文書にて投票用紙を回覧致
します。町民の皆様なら年齢に関係なく１人１票が与えら
れます。「正」の字で足す形で１人１票分をご記入下さい。�
　結果は「広報みさと」１０月号の紙面にて発表致します。
町民投票総選挙に対します皆様の積極的なご参加をお
願い致します。�
�
 

　今回は、北郷区小原の「雄
滝」を紹介します。�
　「雄滝」は五十鈴川の支
流である清川谷の上流にあ
ります。�
　行き方は宇納間地蔵尊
前から県道宇納間日之影線
を日之影の方へ２ｋｍほど行
きます。小原橋（林田商店や小原バス停留所が目印）がありますので
そこから左折して清川谷に沿いながら作業道を上っていきます。ここか
らの道は舗装がされていないので運転には十分気をつけてください。
約２ｋｍで「雄滝」の下流に着きますので、そこからは歩いて舗装された道を上っていきます。５分ほど
で「雄滝」に到着です。�
　飛瀑２５メートルの「雄滝」。今の時期は見る人を圧倒する水量で、爆音が耳に響きます。秋は紅葉、
冬には凍った滝など年中通して楽しむことができるのも魅力の一つです。。�
　また、滝の側には子安観音像が安置されており滝の方を見守っており、観音様に抱かれた子供の安
らかな表情に思わず癒やされます。滝の中腹には不動尊が安置されていたようですが、霧しぶきや、
冬場の氷結のためか、台座のみが残っています。�

　この「雄滝」の他に北郷区には「雌滝」という滝があります。場所は松ヶ下林道の道沿いにあり、松ヶ
下林道の起点は小原橋から約５００メートル日之影方面へ向かった左側にあります。雄滝と比べて水量
は少ないですが、この雌滝の中腹にも２体の観音像が安置されています。少し見つけるのが難しいかも
しれませんが、探してみてください。�
�

�

新
着
図
書
の
ご
紹
介�

※利用したい図書等のご要望がございましたら、お近くの図書館にお気軽にご連絡下さい。      �
　参考にさせて頂きます。      

今
月
は
西
郷
図
書
館
か
ら
�

オ
ス
ス
メ
の
２
冊
を
紹
介
し
ま
す
。
�

種類　　　　　　　書　名　　　　　　　　 　著者名等�
一般 死神の浮力 伊坂　幸太郎�
一般 いじめのきもち 村山　士郎編�
一般 のさり 藤崎　童士�
ＹＡ 夜はライオン 長薗　安浩�
児童 クモばんばとぎんのくつした 仁科　幸子�
絵本 かあちゃん取扱説明書 いとう　みく�
一般 丕緒の鳥　十二国記 小野　不由美�
一般 家族写真 荻原　浩�
一般 かんたん、かわいいエコクラフト雑貨 荒関　まゆみ�
ＹＡ 神々と目覚めの物語 あさのあつこ�
児童 くろくまレストランのひみつ 小手鞠　るい�
絵本 サルと人と森 石川　啄木�
一般 風に立つライオン さだまさし�
一般 悪道　御三家の刺客 森村　誠一�
一般 罪なき者よ、我を撃て 渡辺　容子�
ＹＡ 2.43　清陰高校男子バレー部 壁井　ユカコ�
児童 怪盗クイーンと悪魔の錬金術師 はやみね　かおる�
絵本 バスガエル 戸田　和代�

66 - 

2
6
3
6

59 - 

1
6
0
5

62 - 

6
2
0
5

電話� 休館日�開館時間�

月�
�
祝日�

9:30�
～�

18:00�
※土・日�
17:00
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図
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館
�
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館
�
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終戦前後の朝鮮半島と日本での引き揚げ者が味わった真実�
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�

　放送大学では、平成25年度第2期（10月入学）の学生を募集しています。�
　放送大学はテレビ等の放送やインターネットを利用して授業を行なう通信制の大学です。�
　心理学・福祉・経済・歴史・文学・自然科学など、幅広い分野を学べます。�
　出願期間は8月31日までです。資料を無料で差し上げています。お気軽に放送大学宮崎学習センタ
ー（10982-53-1893）までご請求下さい。放送大学ホームページでも受け付けております。�
�
�
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　この制度は、宮崎県社会福祉協議会が行っているもので、年金受給権取得のための掛金追納費用
の貸付を受けることが出来ますが、必ず事前審査が必要となります。貸与の条件は、「年金受給権取
得のため」ですので、単に掛金を借りるというだけでなく、追納することで年金受給の資格を取得で
きるといった条件が必要になります。�
　制度の詳細や手続きについては、下記までお問合せください�
�

 

○
税
を
納
め
な
い
で
い
る�

  

と
ど
う
な
る
？�

　�　
地
方
自
治
は
税
金
で
成
り
立
っ

て
い
ま
す
。
つ
ま
り
納
税
者
が
福

祉
や
教
育
、
土
木
事
業
な
ど
の

公
共
サ
ー
ビ
ス
を
支
え
て
い
る
の

で
す
。�

　
町
税
の
滞
納
は
、
町
の
財
政

を
圧
迫
し
、
町
民
サ
ー
ビ
ス
に

支
障
を
き
た
す
こ
と
に
も
な
り
か

ね
ま
せ
ん
。�

　
そ
し
て
何
よ
り
も
、
納
期
内
に

税
金
を
き
ち
ん
と
納
付
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
大
多
数
の
納
税
義
務

者
と
の
公
平
性
を
欠
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
督
促
状
の
送

付
な
ど
、
余
分
な
経
費
に
税
金

を
使
う
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。�

　
こ
の
た
め
町
で
は
、
納
付
で
き

る
の
に
納
付
し
な
い
悪
質
な
滞
納

者
に
対
し
、
財
産
の
差
押
え
な

ど
の
滞
納
処
分
を
行
っ
て
い
ま
す
。�

ま
た
、
宮
崎
県
と
協
力
し
て
税

の
収
納
対
策
業
務
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
こ
れ
は
税
源
移
譲
に
伴

う
収
入
確
保
と
、
町
税
務
職
員

の
徴
収
技
術
の
向
上
を
目
的
と
し

て
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。�

　
町
と
県
は
協
力
し
て
滞
納
町

税
の
解
消
と
滞
納
整
理
、
差
押

え
等
の
強
制
処
分
を
進
め
て
い
き

ま
す
。�

　
本
年
度
は
７
名
の
県
職
員
に

対
し
て
、
６
月
２０
日
に
税
務
職

員
併
任
辞
令
交
付
が
行
わ
れ
ま

し
た
。�

������� �����������

　
併
任
人
事
交
流
で
は
、
悪
質

な
滞
納
者
に
対
し
て
地
方
税
法

第
48
条
に
基
づ
き
県
へ
徴
収
引

継
を
行
う
他
、
給
与
、
預
金
な

ど
の
差
押
え
、
自
動
車
の
タ
イ
ヤ

ロ
ッ
ク
の
実
施
を
行
い
ま
す
。�

������������� 

○
滞
納
を
放
置
す
る
と
、�

　 

損
す
る
こ
と
ば
か
り�

�

　
税
金
を
納
期
限
ま
で
に
納
め

な
か
っ
た
人
に
は
、
ま
ず
督
促
状

を
送
付
し
ま
す
。
督
促
状
を
発

送
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
１０
日

を
経
過
し
た
日
ま
で
に
完
納
し

な
か
っ
た
場
合
に
は
、『
町
は
滞

納
者
の
財
産
（
給
与
、
預
金
、

生
命
保
険
、
不
動
産
、
自
動
車

な
ど
）
を
差
押
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
』
と
地
方
税
法
で
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。�

　
納
期
限
ま
で
に
納
め
た
人
と

の
公
平
性
を
図
る
た
め
、
滞
納

税
は
強
制
的
に
徴
収
し
ま
す
。

こ
の
結
果
、
滞
納
者
は
経
済
的

な
不
利
益
を
負
う
だ
け
で
な
く
、

社
会
的
信
用
も
失
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。�

�

 

○
滞
納
は
放
置
せ
ず
、�

 

　
事
情
の
あ
る
人
は
必
ず�

 

　
納
付
相
談
を�

�

　
病
気
や
失
業
、
事
業
の
廃
止

な
ど
、
や
む
を
得
な
い
理
由
で
一

時
的
に
税
金
を
納
期
内
に
納
め

る
こ
と
が
困
難
な
人
は
、
納
期

内
に
財
務
課
に
連
絡
を
し
て
く

だ
さ
い
。
生
活
状
況
な
ど
を
聞

き
取
っ
た
う
え
で
、
徴
収
の
猶
予

な
ど
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
虚
偽
の
申
し
出
や
納

付
計
画
を
守
ら
ず
に
不
履
行
に

な
っ
た
場
合
は
、
滞
納
処
分
の
対

象
に
な
り
ま
す
。�

　
事
情
に
よ
り
納
付
が
困
難
な

場
合
は
、
そ
の
ま
ま
放
置
せ
ず
、

必
ず
財
務
課
に
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。�

� ����� 

○
家
屋
を
新
築
又
は
取
り�

 

　
壊
し
た
場
合
は
役
場
に�

 

　
報
告
し
て
く
だ
さ
い�

�

　
家
屋
を
新
増
築
又
は
取
り
壊

し
た
場
合
、
原
則
本
人
の
届
出

が
必
要
で
す
。�

届
出
を
行
な
わ
な
い
で
い
る
と
、�

ず
っ
と
税
が
課
税
さ
れ
た
ま
ま�

で
い
た
り
、
後
で
ま
と
め
て
税
が�

課
税
さ
れ
た
り
す
る
場
合
が
あ�

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。�

�

●
【
固
定
資
産
税
の
課
税
基
準

　
日
は
１
月
１
日
と
な
り
ま
す
。】�

家
屋
の
状
態
は
基
準
日
で
把
握

し
ま
す
の
で
、
基
準
日
以
前
に

状
態
が
変
わ
っ
た
場
合
は
次
年

度
課
税
か
ら
の
変
更
に
な
り
、

基
準
日
以
後
に
変
わ
っ
た
場
合

は
次
々
年
度
か
ら
の
変
更
と
な

り
ま
す
。�

※ 

例�

①
平
成
２５
年
１２
月
３１
日
ま
で
に

　
増
改
築
又
は
取
り
壊
し
た
場
合�

　【
２６
年
度
課
税
か
ら
変
更
】�

②
平
成
２６
年
１
月
１
日
以
降
に

　
増
改
築
又
は
取
り
壊
し
た
場
合�

　【
２７
年
度
課
税
か
ら
変
更
】�

��������������

　
今
年
の
４
月
以
降
、
高
齢

者
の
方
へ
、
国
税
局
や
税
務

署
の
職
員
を
装
っ
た
不
審
な

電
話
が
架
か
る
事
例
が
急
増

し
て
い
ま
す
。�

　
電
話
の
内
容
は
、「
年
金
額

は
い
く
ら
か
？
」、「
預
貯
金

額
は
い
く
ら
か
？
」、「
家
族

構
成
と
年
齢
を
教
え
て
ほ
し
い
。」

と
い
っ
た
も
の
で
す
。�

　
国
税
職
員
を
名
乗
る
電
話

で
不
審
な
点
が
あ
る
と
き
は
、

即
答
は
避
け
、
相
手
の
所
属

部
署
、
氏
名
、
電
話
番
号
を

確
認
し
た
上
で
一
旦
電
話
を

切
り
、
熊
本
国
税
局
（
納
税

者
支
援
調
整
官
）
又
は
最
寄

り
の
税
務
署
（
総
務
課
）
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

　
詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

最
寄
り
の
税
務
署
に
お
気
軽

に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。�

�

●
熊
本
国
税
局�

　（
1
０
９
６
‐
３
５
４
　

　
‐
６
１
７
１
）�

�

●
延
岡
税
務
署�

　（
1
０
９
８
２
‐
３
２
　

　
‐
３
３
０
１
）�

※
自
動
音
声
案
内
に
従
い
「
２
」

　
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。�

��



　
長
野
薬
師
の
本
尊
は
高

さ
一
・
七
五
メ
ー
ト
ル
、
周

囲(

五
面)

四
・
九
メ
ー
ト
ル
、

凝
灰
石
の
巨
石
で
正
面
に

薬
師
如
来
、
右
側
が
毘
沙

門
天
、
左
側
が
観
世
音
菩

薩
、
背
面
に
阿
弥
陀
如
来

が
線
刻
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
こ
の
仏
石
は
県
下
に
も

類
例
の
な
い
仏
石
で
あ
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。�

　
伝
承
に
よ
れ
ば
、
こ
の

地
に
天
台
宗
玉
宝
山
真
福

寺
が
あ
っ
た
が
、
天
正
六

年(

一
五
七
八
年)

大
友
軍

日
向
進
攻
の
際
兵
火
に
罹

り
こ
の
堂
宇
だ
け
が
焼
け

残
り
ま
し
た
。�

　
真
福
寺
は
後
年
全
長

寺
に
合
併
さ
れ
た
が
薬
師

堂
は
全
長
寺
境
外
堂
宇
と

し
て
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。�

 ��

東日本大震災義援金�

　人間は60 兆個の細胞からできています。�
　野菜の栄養素は細胞を作るとき、成長に必要なものです。�
　野菜にはビタミンA ・ビタミンC ・葉酸が含まれています。�

　野菜は食物繊維を多く含みます。食物繊維は、余分な
コレステロールを体外に出し、便通を整え、ご飯やいも類
などの炭水化物の吸収をゆるやかにして、食後の血糖値
が急上昇することを防ぎます。�
　食物繊維がないと便が作られません。�

★暑い季節になり、体力がおちる時期でもあります。�
　旬の野菜には、その季節に人の体が必要とする栄養素
がぎっしり詰まっています。�
　サラダやお浸し、煮たり蒸したり炒めたりと、旬の野菜
をいただきましょう！�

　日本対がん協会は、がんに関する不安、日々の生活での悩みなどの相談（無料、電話
代は別）に、看護師や社会福祉士が電話で応じる「がん相談ホットライン」（1０３-３５
６２－７８３０）を開設しています。祝日を除いて毎日午前10時から午後6時まで受け付け
ています。�
　相談時間は1人２０分まで。予約は不要です。�
�

し
た
だ
い

　気象庁では、大雨・暴風・
高潮や地震、津波などにより
重大な災害の起こるおそれが
ある時に、警報を発表して警
戒を呼びかけています。より甚
だしい大雨や大きな津波等が
予想され、重大な災害による
危険性が非常に高まった際には、
特別な警戒を呼び掛けるため、
新たに「特別警報」を発表し
ます。�
　特別警報の対象とする現象
は「東日本大震災」や、我が
国の観測史上最高の潮位を記
録し、犠牲者 5,000 人以上を
出した「伊勢湾台風」、九州北部に甚大な被害をもたらし、死者・行方不明者合わせて29名を出した「平
成24年７月九州北部豪雨」等が該当します。�
　特別警報が発表された場合、お住まいの地域は数十年に一度しかないような非常に危険な状況にあり
ます。屋外の状況や、避難指示・勧告等に留意し、ただちに命を守るための行動をとってください。�
また、大雨等の被害を防ぐには、時間を追って発表される注意報、警報やその他の気象情報を活用して、
早め早めの行動をとることがあなたや家族の命を守ります。�

　�

　�

・皮膚＝乾燥して固くなり、傷つきやすくなる�



� 　がん相談支援センターでは、ご本人やご家族が、がんの治療を受けるうえでの不安や悩み、療育生活や
仕事のこと等についてご相談をお受けしています。下記の医療機関で診療を受けていない方でもご利用
できます。�

　日本脳炎の予防接種後に重い病気になった事例があったことをきっかけに、平成17年度から平成21年
度まで、日本脳炎予防接種のご案内を行いませんでした。�
　その後、新たなワクチンが開発され、現在は通常通り受けられるようになっています。�
　この措置により受けそびれた方で、平成7年4月2日以降に生まれた方は、20歳未満まで日本脳炎の定
期接種を受けることができます。�
　母子健康手帳等をご確認の上、不足分の接種を受けてください。�
　�

　7月から実施しています特定健診の結果説明会を、8月から9月にかけて行います。健診の結果は、生活
習慣病があるかどうかを総合的に判断して、下記の３つの段階に階層化されます。ご自身の健康を振り返
る良いとても重要な機会です。健診を受けられた方は必ずご参加ください。�
�
�

　平成２４年度、認知症予防のパソコン教室が開かれその受講生で結成された南郷区のグループです。自
主活動が始まって、まず、ＮＰО法人認知症予防サポートセンター「あの町委員会」の募集に記事を応募し
ました。もうすぐグループの記事が載った冊子が届くと思います。楽しみにしています。これが最初の活動
でした。�
　その後、何をしようかと行き詰ってしまいました。グループの中にパソコンの指導が出来る人がいなかっ
たせいだと思います。�
　でも、この５月から素敵な仲間が入ってくれました。御歳８１歳、大先輩ですが、パソコンに対する知識と
情熱は２０代の青年です。�
　素晴らしい先生にめぐり会えて、いま、志を新たに奮闘しているところです。�
　大先輩に引っ張られ悪戦苦闘しています。おかげで認知症と言う言葉など忘れてしまいそうです。�
　まずは、もっとパソコンを使えるようになることです。一年後を目標にがんばります。�

　黒田村子、藤田博子、坂本充子、高見雪子、村田幸子、米上美鈴、黒木洋子、以上７名に中村吉次朗先
生が加わって再スタートしました。それぞれの紹介は次回にしたいと思います。　�
�



�

　皆さんこんにちは。西郷病院の小田竜です。長い梅雨も明け、暑さも本格的になっ
てきたこの季節、町民の皆様いかがお過ごしでしょうか？　夏場は汗をかき体液が
減少してきます。そのため、冬場より血圧は低めになります。また、脱水で低血圧シ
ョックを起こす事もありますので、十分な水分摂取に心がけてください。�
�さて本日は「骨粗鬆症」のお話をさせていただきます。みなさん「骨粗鬆」ってご存
知ですか？　それは、骨がもろくなっている状態の事です。病気やお薬の副作用で
なる場合もありますが、多くは老化現象の一つとしてなります。特に女性では、閉経
を境にみなさん“例外無く”骨の強度は低下していきます。ですから骨粗鬆症は男性
に少なく女性に多いのです。�
�骨粗鬆には「もうこれ以上もろくなったら大変！！」という基準があります。もちろんその基準を下回ったら、
“骨粗鬆症”という“病気“として治療を始めなければなりません。（基準を下回っていなくとも、骨粗鬆の傾
向があれば、予防的に飲む事ができる内服薬もあります）�
�「どうせ老化現象だから・・・」と、みなさん放っておいてはいけません！　骨粗鬆症になってしまうと、ちょ
っと転倒しただけで骨折するようになります。中には「よっこらしょ」と、地面に腰かけただけで、骨盤を骨折
された方もいらっしゃいました。�
�骨粗鬆症につきましては、まず適切な予防そして早期治療の二つが重要と考えます。�
�予防で大事な点は、食事と運動であります。食事は主に　カルシウム　ビタミンD　ビタミンK　を積極
的に摂る事です。�
�具体的には以下のとおりです。�
�（カルシウム）牛乳、乳製品、小魚、干しエビ、小松菜、チンゲン菜、大豆製品�
�（ビタミンD）サケ、ウナギ、サンマ、メカジキ、イサキ、カレイ、シイタケ、キクラゲ�
�（ビタミンK）納豆、ホウレン草、小松菜、ニラ、ブロッコリー、キャベツ�
�それから、運動は“骨に体重をかける運動”が良いです。�
�一番のお勧めはウォーキング（歩く事）です。以下に具体的なウォーキングのやり方を示します。�

�～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～�
�[始める前に]�
�・動きやすいズボンや運動靴を用意する。�
�・１回の運動時間は30分以内から始める。体力に自信がでてきたら少しずつ距離や時間をのばす。�
�・運動中に具合が悪くなったらすぐに中止する。 �
�[歩くときの姿勢]�
�・胸を張り背筋を伸ばす。�
�・膝を伸ばし脚はしっかりと伸ばす。�
�・つま先で地面をけり、体を前に進める。�
�・着地はかかとから。�
�・歩調はリズミカルに。�
�・歩幅はいつもより広めの70～80センチくらいに。 あごを引いて、やや遠くを見る。 �
�[靴の選び方]�
�・足の幅や甲の高さがあっているきゅうくつでないもの。�
�・靴底がしなやかで、足裏に密着している。�
�・軽くて通気性がある。�
�・底が厚く、クッション性が高い。すべらない。　［出典:骨粗鬆症財団より］�
�～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～�

�次に早期治療についてですが、骨粗鬆症の治療の一番の目的は『骨折しない事』です。骨がもろくなり、
骨折してから治療開始したのでは実は遅いのです。ですから女性であれば、閉経をきっかけに定期的な骨
粗鬆症の検査を受けられる事をお勧めします。骨量の減少が早期に分かれば、骨折予防のための治療が
早期に開始され、老後の骨折リスク（危険性）がずっと減ります。つまり元気な老後が過ごせる確率が高くな
るという訳です。�
�骨粗鬆症の治療として従来からの内服療法に加え、最近では特殊な注射による治療も開発されておりま
す。西郷病院では約20名の方がこの注射療法を受けられて来ております。詳しい適応等は割愛させていた
だきますが、興味のある方や、御心配のある方、また一度骨密度を検査してみたい方などいらっしゃいまし
たら、気軽に御相談ください。それでは失礼いたします。�

�
　平成２５年６月２８日（金）、西郷病院において、
西郷中学生が大切に育てたサルビアとマリーゴ
ールドが贈呈されました。�
　中学生代表４人が病院を訪問、植栽したプラ
ンター９台、そして、あたたかいメッセージを綴
ったポスターを贈呈していただきました。�
　患者様へのメッセージ、職員への感謝などが
丁寧に綴られており、皆々、顔をほころばせてい
ます。�
　西郷中学校の生徒の皆さん、本当にありがと
うございます。�
　なお、花のプランターとメッセージは、病院玄
関前・ロビーに飾らせていただきました。町民の
皆様、どうか、ご遊覧ください。�
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